
通

じ

て

一

般

利

用

者

に

対

し

て

、
携
帯
ト
イ
レ
の
導
入
試
験

を
行

っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す

。
今
回

、
屋
久
島
高
校
の
考

え
に
呼
応
し
て

、
携
帯
ト
イ
レ

を
提
供
す
る
と
共
に

、
今
後
の

携
帯
ト
イ
レ
の
利
用
に
資
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行

い
ま
し
た

。

今

回

の

ア

ン

ケ
ー

ト

結

果

は

、
現
在
集
計
中
で
す
が

、
分

析
を
通
し
て
若
者
に
お
け
る
具

体
的
な
課
題
等
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に

、
今
後
の
携
帯
ト

イ
レ
の
活
用
・
普
及
に
向
け
た

具
体
的
な
改
善
方
策
を
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す

。

亜高木層では、海岸側では、ｸﾛﾏﾂ・ｼｬﾘﾝﾊﾞｲが多く、内陸
側にはﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅが多い。個体数は、少ないがｲｽﾉｷ・ｷﾞｮﾎﾞ
ｸ・ﾊﾏｸｻｷﾞ・ﾀﾌﾞﾉｷ・ﾈｽﾞﾐﾓﾁ・ﾔﾌﾞﾆｯｹｲが生育する。
低木層では、ﾘｭｳｷｭｳﾁｸが最も多いが、海岸側で密度が
高く他の樹種が多くなる内陸部では密度が疎になってい
る。ﾘｭｳｷｭｳﾁｸ以外では、ﾊﾏﾋｻｶｷ・ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ・ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ・ﾔﾌﾞ
ﾂﾊﾞｷが多く、ﾎﾁ゙ｮｳｼﾞ・ﾊﾏﾋﾞﾜ・ﾌｶﾉｷ等も出現する。

屋

久

島

高

校

携

帯

ト

イ

レ

を

試

験

導

入投石平付近に設置された携帯トイレブース

草本層では、ﾘｭｳｷｭｳﾁｸが最も多く、ﾃｲｶｶｽﾞﾗ・ﾀﾏｼﾀﾞ・ﾋﾄﾂ
ﾊﾞ・ﾔﾌﾞﾆｯｹｲやﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷの稚樹も多い。個体数は少ないが、
ﾎﾙﾄﾉｷ・ｺｸﾃﾝｷﾞ・ｲｽﾉｷやｸﾛﾏﾂの稚樹、ｵｵﾊﾞﾁｼﾞﾐｻﾞｻ等も
出現する。

屋久島生態系モニタリング 屋
久
島
森
林
管
理
署

（
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

）

で

は

今

年

も

グ

リ
ー

ン

・

サ

ポ
ー

ト
・
ス
タ

ッ
フ

（
森
林
保

護
員

）
に
よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

パ
ト
ロ
ー

ル
コ
ー

ス
は
特
に

入
込
者
数
が
集
中
す
る
世
界
自

然
遺
産
地
域
及
び
周
辺
地
域
を

中

心

に

一

五

コ
ー

ス

を

設

定

し

、
登
山
者
の
多
少
に
よ
り
巡

視
頻
度
を
考
慮
し
た
効
率
的
な

パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま

す

。特
に
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク

期
間
中
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
開
花

時
期
ま
た

、
夏
休
み
期
間
中
な

プロットは、宮之浦川河口右岸のクロマツ海岸林でなだら
かな斜面である。局所地形は、平均傾斜５°、平均斜面方
位は北東向きである。
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（ゆり科）

本
州
～

九
州
に
分
布
す
る
多

年
草
で

、
標
高
一
四
〇
〇
ｍ
以

上
の
登
山
道
脇
や
岩
の
割
れ
目

に
生
え
る

。
や
や
厚
い
葉
を
根

元
か
ら
広
げ
ロ
ゼ

ッ
ト
状
に
な

る

。
夏
頃

、
高
さ
五
～

一
〇
㎝

の
一
本
の
花
茎
を
出
し

、
穂
状

の
淡
黄
色
の
花
を
つ
け
る

。

花
期
は
八
～

九
月

七
月
三
十
一
日

、
屋
久
島
町

安

房

総

合

セ

ン

タ
ー

に

お

い

て

、
屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ

ン
の
森
保
護
管
理
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
本
会
議

は

、
町
を
主
体
と
し
た
地
元
関

係
機
関
が

、
自
然
休
養
林

（
ヤ

ク

ス

ギ

ラ

ン

ド

、
白

谷

雲

水

峡

）
及

び

風

景

林

（
大

川

の

滝

、
千
尋
の
滝

、
田
代
ヶ
浜

）

の
管
理

、
運
営
等
に
つ
い
て
協

議
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
す

。

屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

保
護
管
理
協
議
会
総
会
の
開
催

会
議
で
は
平
成
十
九
度
事
業

実
績
及
び
収
支
決
算

、
平
成
二

十
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
な
ど
の
報
告
が
あ
り

、
屋
久

島
観
光
の
中
核
を
な
す
施
設
の

管
理
運
営
が
順
調
に
実
施
さ
れ

て

い

る

こ

と

を

確

認

し

ま

し

た

。
ま
た

、
同
協
議
会
の
活
動

に
対
し
企
業
か
ら
支
援
活
動
の

申
し
出
が
あ
り

、
協
議
し
た
結

果

、
外
部
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た

。
今
後

、
協

定
の
締
結
に
向
け
た
事
務
を
進

め

て

い

く

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

屋久島の植物

ノギラン

プロットの階層別植生は、高木層では海岸側では、ｸﾛﾏﾂ
が多く、内陸側では、ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ・ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ・ﾊｾﾞﾉｷ・ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ
が混生している。個体数は少ないが、ﾎﾙﾄﾉｷ・ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ・ﾔﾏ
ｸﾞﾜ・ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ・ﾀﾌﾞﾉｷが出現する。

今
年
も
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー

ト

・

ス

タ

ッ
フ

が

活

躍

七
月
一
一
日

、
屋
久
島
高
校

の
一
年
生
と
関
係
者
総
勢
一
二

三
名
が
学
校
行
事
の
宮
之
浦
岳

登
山
に
あ
た

っ
て

、
携
帯
ト
イ

レ

を

試

験

的

に

導

入

し

ま

し

た

。
今
回
の
屋
久
島
高
校
の
取

組
は

、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る

屋
久
島
の
貴
重
な
自
然
遺
産
を

守
り
た
い
と
の
考
え
か
ら

、
学

校
行
事
に
併
せ
て

、
自
ら
が
島

の
自
然
環
境
を
考
え

、
行
動
を

起
こ
そ
う
と
携
帯
ト
イ
レ
の
使

用

を

試

み

る

こ

と

と

し

ま

し

た

。屋
久
島
森
林
管
理
署
は

、
こ

れ
ま
で
白
谷
雲
水
峡
自
然
休
養

林
内
に
お
い
て

、
ガ
イ
ド
等
を 賑わう縄文杉展望デッキ

本
格
的
な
夏
山
登
山
シ
ー

ズ
ン
到
来

混雑する大株歩道トイレ付近

ど
多
客
期
を
迎
え
る
時
期
は

、

ほ
ぼ
毎
日
現
場
パ
ト
ロ
ー

ル
を

行
い
登
山
者
マ
ナ
ー

の
向
上
を

呼
び
か
け
人
為
的
な
植
生
荒
廃

等
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す

。

八
月
は

、
本
格
的
な
夏
山
登

山
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
混
雑
し

て

き

ま

す

。
グ

リ
ー

ン

・

サ

ポ
ー

ト
・
ス
タ

ッ
フ
は
一
人
ひ

と
り
が
マ
ナ
ー

を
守
り
屋
久
島

の
貴
重
な
動
植
物
を
自
然
の
ま

ま
の
状
態
で
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
日
々
パ
ト
ロ
ー

ル
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す

。

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面（標高0ｍ地点）



１．荒川地区（ヤクスギランド）

17年度 18年度 19年度

４月 9,471 13,844 14,661

５月 10,605 11,318 10,670

６月 5,712 7,042 7,693

７月 8,900 8,119 8,294

８月 9,079 9,560 10,457

９月 7,469 7,400 9,316

10月 10,624 10,939 10,026

11月 13,447 10,817 10,224

12月 3,008 4,572 4,842

１月 3,132 3,681 3,152

２月 5,846 6,093 5,659

３月 7,103 6,801 10,520

合計 94,396 100,186 105,514

２．白谷地区（白谷雲水峡）

17年度 18年度 19年度

４月 7,256 10,759 12,520

５月 10,791 12,616 11,907

６月 5,491 5,441 5,615

７月 9,629 10,723 8,715

８月 12,798 14,610 15,778

９月 8,188 9,836 12,365

10月 7,600 9,596 10,745

11月 7,278 8,534 9,251

12月 3,593 4,342 4,487

１月 1,770 2,868 3,677

２月 3,093 4,209 5,010

３月 5,258 5,513 12,619

合計 82,745 99,047 112,689

３．年度別入場者数（累計入場者数）

8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

71,518 68,107 85,468 72,920 77,378 91,326 104,524 116,020 103,745 94,396 100,186 105,514

11,740 11,734 4,605 32,174 40,893 56,318 64,183 75,124 77,900 82,745 99,047 112,689

8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

252,108 320,215 405,683 478,603 555,981 647,307 751,831 867,851 971,596 1,065,992 1,166,178 1,271,692

11,740 23,474 28,079 60,253 101,146 157,464 221,647 296,771 374,671 457,416 556,463 669,152

※１ 白谷雲水峡については、平成８年１０月～９年３月の間閑散期のため委託せず、調査なし。
また、平成９年１０月～１０年１２月の間県道通行止めのため調査できず。

『洋上アルプス№１６１号裏面』屋久島森林環境保全センター

白谷雲水峡

屋久島自然休養林の入場者数の推移

年度別入場者数

ヤクスギランド

白谷雲水峡

累計入場者数

ヤクスギランド

人数（人）
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